
　

地
公
退
は
八
月
二
二
日
、
総
会
で
決
定
さ
れ
た
総
務
大
臣
に
対
す
る
一
一
～

一
二
年
度
統
一
要
求
を
提
出
し
た
。
近
日
中
に
回
答
を
受
け
取
る
予
定
で
あ
る
。

　

要
求
提
出
に
は
、
逢
坂
誠
二
総
務
大
臣
政
務
官
が
対
応
し
た
。
地
公
退
は
西

澤
会
長
と
福
田
・
上
田
・
荒
屋
・
塚
原
・
山
本
の
五
副
会
長
、
川
端
事
務
局

長
・
金
井
会
計
・
黒
崎
事
務
局
次
長
が
参
加
し
た
。

　

（
な
お
、
こ
の
日
武
内
則
男
参
議
院
議
員
は
国
会
の
任
務
で
同
席
さ
れ
な

か
っ
た
が
昨
年
に
続
き
会
見
設
定
の
調
整
に
尽
力
い
た
だ
い
た
。
）

　

冒
頭
、
会
長
が
次
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

　

本
日
は
多
忙
な
中
、
逢
坂
政
務
官
に
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
る
た
め
に
尽
力
く
だ
さ
っ
た
武
内
則
男
参
議

院
議
員
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

私
た
ち
は
一
般
行
政
・
教
育
・
公
営
交
通
・
水
道
の
職
場
で
働
い
て
き
た
地

方
公
務
員
の
退
職
者
で
構
成
す
る
全
国
組
織
で
、
お
よ
そ
三
二
万
人
の
会
員
が

い
る
。

　

昨
年
初
め
て
こ
の
形
で
要
望
し
、
逢
坂
政
務
官
か
ら
誠
意
あ
る
回
答
を
い
た

だ
い
た
。
引
き
続
き
本
年
も
要
求
を
提
出
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
ご
検
討
願
い
た

い
。

　

本
日
は
申
し
入
れ
で
あ
る
の
で
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
後
日
考
え
方
を
お

聞
き
し
た
い
。

　

内
容
に
つ
い
て
私
か
ら
二
点
述
べ
る
。

　

一
点
目
は
年
金
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
厚
生
労
働
省
で
検
討
さ
れ
て
い

る
だ
ろ
う
が
、
総
務
省
は
共
済
年
金
の
所
管
庁
と
し
て
大
き
な
責
任
が
あ
る
と

思
う
の
で
要
求
書
に
入
れ
た
。
年
金
は
前
史
で
あ
る
恩
給
以
来
、
多
く
の
加
入

者
が
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
制
度
で
あ
り
、
年
金
受
給
者
の
生

活
基
盤
で
あ
る
。
不
断
に
制
度
を
磨
く
こ
と
は
必
要
だ
が
、
必
要
性
と
可
能

性
・
制
度
変
更
の
影
響
を
検
証
す
る
こ
と
な
く
軽
率
に
制
度
変
更
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
制
度
の
改
善
と
は
別
に
実
務
を
担
う
共
済
組
合
組
織
は
存

続
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

　

二
点
目
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
で
あ
る
。

　

震
災
と
津
波
を
契
機
に
惹
起
さ
れ
た
福
島
原
発
の
事
故
は
、
市
民
の
大
き
な

犠
牲
を
伴
っ
て
原
発
安
全
神
話
の
虚
偽
を
明
ら
か
に
し
た
。
地
方
自
治
所
管
の

総
務
省
と
し
て
、
自
治
体
と
協
力
し
て
全
原
発
を
徹
底
的
に
検
証
・
点
検
し
て

情
報
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的
に
転
換
し
、
原
発

の
廃
止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　

そ
れ
で
は
内
容
を
事
務
局
長
に
説
明
さ
せ
る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

　

続
い
て
事
務
局
長
が
次
の
よ
う
に
要
求
の
説
明
を
し
た
。

　

本
年
の
地
公
退
の
総
務
省
へ
の
要
望
は
五
項
目
で
あ
る
が
本
日
は
年
金
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
ご
説
明
す
る
。

　

第
一
、
年
金
に
つ
い
て

　

一
点
目
は
「
一
体
改
革
」
で
言
及
さ
れ
た
「
新
制
度
創
出
」
に
対
す
る
危
惧

で
あ
る
。

　

「
全
国
民
共
通
の
所
得
比
例
年
金
制
度
」
は
掛
金
負
担
の
合
意
形
成
・
所
得

捕
捉
の
困
難
性
な
ど
必
要
性
・
実
現
可
能
性
に
疑
問
が
あ
る
。
「
税
を
財
源
と

す
る
最
低
保
障
年
金
」
は
受
給
者
に
保
険
料
の
追
加
負
担
を
強
い
、
企
業
負
担

の
家
計
転
嫁
に
な
る
と
同
時
に
医
療
・
介
護
・
保
育
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
充
当

す
べ
き
財
源
を
使
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
白
地
に
描
く
場
合
と
異

な
り
、
長
い
経
過
と
多
く
の
関
係
者
を
も
つ
年
金
制
度
検
討
は
負
担
と
給
付
、

移
行
過
程
の
全
体
像
を
数
値
つ
き
で
示
し
て
関
係
者
の
合
意
に
よ
り
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
を
欠
く
「
新
制
度
創
出
」
の
一
人
歩
き
は
認
め
が
た
い
。

　

二
点
目
は
現
行
制
度
改
善
と
し
て
提
起
さ
れ
た
被
用
者
年
金
一
元
化
を
適
正

な
や
り
方
で
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

被
用
者
年
金
一
元
化
を
実
施
す
る
場
合
、
①
制
度
的
に
筋
違
い
の
「
追
加
費

用
削
減
」
は
や
め
る
べ
き
で
あ
り
、
②
職
域
部
分
を
廃
止
す
る
場
合
は
公
民
均

衡
の
制
度
を
新
設
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
前
回
法
案
で
存
続
方
針
と
さ
れ
て

い
た
共
済
組
合
は
、
今
後
の
検
討
に
当
た
っ
て
も
①
三
事
業
一
体
運
営
の
合
理

性
②
積
み
立
て
資
金
の
集
中
リ
ス
ク
回
避
③
共
済
組
合
の
民
主
的
運
営
シ
ス
テ

ム
の
維
持
、
の
観
点
か
ら
存
続
す
べ
き
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
共
済
年
金
の
積
み
立
て
資
金
の
責
任
投
資
原
則
運
用
で
あ
る
。

　

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
が
昨
年
か
ら
英
断
を
も
っ
て
一
部
資
金
を
社

会
責
任
投
資
運
用
に
充
て
た
。
投
入
資
金
量
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

各
共
済
組
合
に
あ
っ
て
も
積
極
的
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

四
点
目
は
税
と
社
会
保
障
共
通
番
号
に
関
連
す
る
「
社
会
保
障
の
個
人
勘

定
」
へ
の
危
惧
で
あ
る
。

　

個
人
を
識
別
す
る
目
的
で
導
入
す
る
と
し
て
い
る
共
通
番
号
に
便
乗
し
て
、

社
会
保
障
給
付
抑
制
を
目
的
と
す
る
個
人
勘
定
を
作
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

五
点
目
は
膨
大
な
数
に
な
っ
た
地
方
自
治
体
の
非
常
勤
・
臨
時
職
員
の
共
済

加
入
で
あ
る
。

　

「
一
体
改
革
」
で
も
非
正
規
労
働
者
の
厚
生
年
金
加
入
拡
大
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
地
方
自
治
体
で
働
く
非
常
勤
・
臨
時
職
員
を
共
済
組
合
か
ら
排
除

し
た
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。

　

第
二
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
子
力
発
電
の
見
直
し
で
あ
る
。

　

福
島
原
発
事
故
は
未

だ
収
束
し
て
お
ら
ず
、

大
量
に
放
出
さ
れ
た
放

射
性
物
質
の
影
響
は
将

来
に
亘
っ
て
深
刻
で
あ

る
。
原
発
は
安
全
で
あ

る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

説
明
は
事
実
に
反
し
て

い
た
こ
と
が
市
民
の
被

害
を
伴
っ
て
暴
露
さ
れ

た
。

　

該
当
自
治
体
と
協
力

し
て
既
存
の
全
原
発
を

徹
底
検
証
し
情
報
公
開

す
る
と
と
も
に
、
順
次

閉
鎖
・
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
図
る

べ
き
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
、
年
金

支
給
開
始
年
齢
と
定
年

制
・
介
護
基
盤
・
税
制

に
つ
い
て
は
基
本
的
に

昨
年
と
同
様
の
要
求
な

の
で
本
日
の
説
明
は
省

く
。
よ
ろ
し
く
ご
検
討

願
い
た
い
。

逢
坂
誠
二
総
務
大
臣
政
務
官
に
統
一
要
求
提
出
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こ
れ
に
対
し
て
逢
坂
政
務
官
は
次
の
よ
う
に
対
応
し
た
。

　

本
日
は
ご
苦
労
様
。
自
分
の
公
務
員
経
験
か
ら
も
、
公
務
員
退
職
者
が
地
域

社
会
を
支
え
る
上
で
大
き
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て

い
る
。

　

本
日
は
要
望
内
容
の
説
明
を
聞
い
た
。
具
体
的
に
は
検
討
の
う
え
、
武
内
議

員
と
も
相
談
し
て
後
日
回
答
し
た
い
。

　

年
金
は
長
い
経
過
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
そ
れ
を
変
え
る
た
め

に
も
長
い
時
間
が
か
か
る
。
制
度
改
正
は
受
給
者
の
あ
り
よ
う
を
大
き
く
変
え

な
い
の
が
原
則
で
は
な
い
か
。

　

共
通
番
号
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
「
国
が
国
民
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
て

だ
て
」
と
い
う
見
方
か
ら
「
国
民
が
適
切
に
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
守
る
番

号
」
と
い
う
理
解
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
個
人
情
報
の
保
護
に
は

万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
給
付
制
限
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
注
意
し
て
設
計
さ
れ
る
べ
き
だ
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て
は
、
消
防
・
地
方
行
政
を
担
当
す
る
立
場
で
福

島
の
問
題
に
携
わ
っ
て
き
た
。
命
・
健
康
と
、
自
分
の
土
地
が
そ
こ
に
あ
る
の

に
帰
れ
な
い
と
い
う
権
利
の
問
題
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
原
発
に
は
慎
重
に
な

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
直
接
の
担
当
で
は
な
い
が
、
自
治
体
と
協
議
し
て
検
討
す

る
。

　

以
上
に
よ
り
こ
の
日
の
申
し
入
れ
を
終
了
し
た
。 

（
文
責
事
務
局
）

二
〇
一
一
年
八
月
二
二
日

総
務
大
臣　

　

片
山　

善
博　

様

　

地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
（
地
公
退
）　
　
　

 

会
長　

西
澤　
　

清

　
　

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）　
　
　

 

会
長　

福
田　

利
久

　
　

日
教
組
退
職
者
団
体
連
合
（
日
退
連
）　
　
　

 

会
長　

上
田　

京
子

　
　

日
本
都
市
交
通
退
職
者
協
議
会
（
都
市
交
退
）
会
長　

荒
屋　

勝
正

　
　

全
日
本
水
道
退
職
者
協
議
会
（
全
水
道
退
）　

 

会
長　

塚
原　

一
弘

　
　

東
京
都
退
職
者
協
議
会
（
都
退
協
）　
　
　
　

 

会
長　

山
本　
　

昭

　
　

日
ご
ろ
地
方
自
治
の
前
進
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
　

さ
て
、
地
公
退
は
七
月
二
九
日
に
第
四
二
回
総
会
を
開
き
下
記
の
要
求

を
決
定
し
ま
し
た
。
貴
職
に
お
か
れ
て
は
こ
の
要
求
の
実
現
に
向
け
ご
努

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

１
．
年
金
に
つ
い
て

　

⑴　

年
金
制
度
全
体
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
加
入
者
を
持
つ

超
長
期
の
制
度
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
検
討
す
る
こ
と
。
改
革
案

を
提
起
す
る
場
合
は
、
該
当
者
の
属
性
ご
と
に
保
険
料
率
・
税
率
な

ど
の
負
担
と
給
付
の
増
減
、
加
入
資
格
の
変
化
、
中
長
期
収
支
計
画

と
移
行
計
画
の
全
体
像
に
つ
い
て
数
値
を
も
っ
て
示
す
こ
と
。
ま
た
、

年
金
受
給
者
の
意
見
反
映
を
保
障
す
る
こ
と
。

　

⑵　

「
全
国
民
共
通
の
所
得
比
例
年
金
の
創
設
」
は
、
保
険
料
負
担
の

合
意
見
通
し
を
欠
き
、
均
衡
あ
る
所
得
捕
捉
に
困
難
性
が
想
定
さ
れ

る
の
で
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
。
む
し
ろ
被
用
者
年
金
一
元
化
と
非

正
規
雇
用
者
の
被
用
者
年
金
加
入
拡
大
を
速
や
か
に
実
現
す
る
こ
と
。

被
用
者
年
金
一
元
化
に
当
た
っ
て
は
①
長
期
・
短
期
・
福
祉
の
三
事

業
の
一
体
的
運
営
、
②
積
み
立
て
資
金
の
集
中
リ
ス
ク
回
避
、
③
現

行
の
共
済
組
合
の
民
主
的
運
営
シ
ス
テ
ム
維
持
、
の
た
め
共
済
組
合

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
。
又
、
一
元
化
後
の
給
付
に
つ
い
て
は
①
既
裁

定
共
済
年
金
の
追
加
費
用
削
減
を
行
わ
な
い
こ
と
②
共
済
年
金
職
域

部
分
を
廃
止
す
る
場
合
は
こ
れ
に
代
え
、
民
間
の
企
業
年
金
等
の
水

準
を
正
確
に
反
映
し
た
制
度
を
設
け
る
こ
と
。

　

⑶　

「
基
礎
年
金
の
全
額
税
方
式
化
」
「
税
を
財
源
と
す
る
最
低
保
障
年

金
」
は
、
事
業
主
負
担
分
の
家
計
転
嫁
お
よ
び
年
金
受
給
者
が
払
い

終
え
た
保
険
料
の
二
重
払
い
を
招
き
、
か
つ
長
期
の
移
行
期
間
の
管

理
リ
ス
ク
を
伴
う
の
で
、
一
／
二
保
険
方
式
に
よ
る
基
礎
年
金
制
度

を
維
持
す
る
こ
と
。

　

⑷　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
制
度
に
よ
る
既
裁
定
年
金
額
調
整
に
つ
い

て
、
名
目
年
金
額
を
減
額
す
る
制
度
に
変
更
し
な
い
こ
と
。
基
礎
年

金
を
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
対
象
外
と
す
る
こ
と
。

　

⑸　

税
と
社
会
保
障
共
通
番
号
の
検
討
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
の
保

護
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
住
民
票
コ
ー
ド
創
設
時
の
政
府
説
明
を

継
承
す
る
こ
と
。
個
人
を
識
別
す
る
目
的
の
共
通
番
号
の
検
討
に
便

乗
し
て
社
会
保
障
給
付
抑
制
を
目
的
と
す
る
「
社
会
保
障
の
個
人
勘

定
」
を
作
ら
な
い
こ
と
。

　

⑹　

共
済
長
期
積
立
金
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
連
が
提
唱
す
る

「
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
う
こ
と
。

　

⑺　

非
常
勤
職
員
・
臨
時
職
員
の
大
半
が
加
入
で
き
る
よ
う
に
共
済
組

合
法
を
改
正
す
る
こ
と
。

２
．
地
方
公
務
員
の
雇
用
と
年
金
に
つ
い
て

　

⑴　

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
よ
る
雇
用
と

年
金
の
断
絶
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
。

　

⑵　

地
方
公
務
員
の
定
年
年
齢
を
段
階
的
に
六
五
歳
に
引
き
上
げ
る
こ

と
。
こ
れ
に
当
た
っ
て
は
関
係
す
る
労
働
組
合
、
退
職
者
組
織
と
の

協
議
・
合
意
を
重
視
す
る
こ
と
。

３
．
介
護
基
盤
整
備
に
つ
い
て

　

⑴　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
認
知
症
高
齢
者
施
策
、
高
齢
者
住
宅
な

ど
不
足
し
て
い
る
介
護
基
盤
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
今
後
の
需
要

増
を
見
込
ん
で
計
画
的
整
備
・
充
足
を
図
る
こ
と
。

　
　
　

と
り
わ
け
東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
に
お
け
る
介
護
基
盤
の
復

旧
・
整
備
を
急
ぐ
こ
と
。

４
．
税
制
に
つ
い
て

　

⑴　

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の
特
別
控
除
は
希
望
者
の
み
を
対

象
と
す
る
こ
と
。

５
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
原
子
力
発
電
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

⑴　

従
前
の
原
子
力
発
電
に
依
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
市
民
と
と
も
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
を
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
社
会
を
め
ざ
す
政
策
体
系
を
作
る

こ
と
。

　

⑵　

該
当
す
る
自
治
体
と
協
力
し
て
原
子
力
発
電
所
を
徹
底
的
に
検

証
・
点
検
し
て
情
報
の
公
開
を
す
す
め
、
課
題
の
多
い
発
電
所
は
停

止
も
し
く
は
緊
急
安
全
確
保
策
を
講
ず
る
こ
と
。
中
期
的
に
は
、
順

次
閉
鎖
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
。

以　

上　

　

＞

ミ
ニ
情
報

＜

　
　

年
金
受
給
者
届
出
の
省
略
、
厚
生
年
金
と
共
済
年
金
で
タ
イ
ム
ラ
グ

　

こ
れ
ま
で
年
金
受
給
者
が
届
出
を
必
要
と
し
て
い
た
事
柄
の
う
ち
、
い
く
つ

か
に
つ
い
て
は
住
民
票
コ
ー
ド
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
で
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が

可
能
な
場
合
に
届
出
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
事
務
的
準
備
の
差
に
よ
り
、
厚
生
年
金
七
月
先
行
施
行
・
共
済
年

金
は
遅
れ
る
と
い
う
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
、
双
方
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
者

に
は
分
か
り
に
く
い
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
た
が
、
共
済
が
一
〇
月
施
行
で
追

い
つ
い
た
。
届
出
事
由
と
省
略
可
能
と
す
る
時
期
は
表
の
と
お
り
。

（
共
済
関
係
の
省
令
改
正
は
八
月
二
二
日
に
公
布
さ
れ
た
）

地
方
公
務
員
共
済

国
家
公
務
員
共
済

日
本
年
金
機
構

ア
．
住
所
変
更
届

二
〇
一
一
年

一
〇
月
施
行

二
〇
一
一
年

一
〇
月
施
行

二
〇
一
一
年

七
月
施
行　

イ
．
死
亡
届

二
〇
一
一
年

一
〇
月
施
行

二
〇
一
一
年

一
〇
月
施
行

二
〇
一
一
年

七
月
施
行　

ウ
．
加
給
年
金
額

　

対
象
者
の
死
亡
届

二
〇
一
一
年

一
〇
月
施
行

二
〇
一
一
年

一
〇
月
施
行

な　

し

（
ウ
．
が
共
済
の
み
で
厚
生
年
金
で
実
施
さ
れ
な
い
理
由
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
）


